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1. はじめに
土木学会北海道支部では，若手技術者の活動の活性化や

学会員の交流を目指して，2013年度から 2017年度にかけ
4回の「若手技術者交流サロン」（以下「サロン」）を開催
した．本稿では，プログラムの改善に資する情報を整理す
ることを目的として，サロン実施に至る背景，北海道支部
における各回の概要を紹介し，4回の開催による成果と今
後の課題について考察する．

2. サロンの経緯
(1) 土木学会 100周年事業
サロンは土木学会 100周年事業として始まった．「若手土木

技術者の交流サロン」という名称のみ指定され 2013，2014

年度に予算が配分された．この 2ヵ年については，土木学会
100周年事業のサイト 1) に，告知と報告がアーカイブされ，
8支部のうち 6支部で 15回開催されたことが確認できる．
(2) 100周年事業後の各支部におけるサロン
各支部のウェブサイトからは，100周年事業が終了した

のち，2016年度からは各支部が独自の財源により実施して
いることが確認できる．
東北支部は土木技術者女性の会等と共催し，女性技術者

を対象として一泊二日の現場見学会を開催した．関東支部
は学生を対象として，不安や疑問について若手技術者とと
もに自由に議論する機会を設けている．2017年 10月に支
部幹事と若手技術者が大学に出張する形式で開催した．中
国支部では子育て中の離職をテーマとし，若手技術者，高
専，大学の学生が参加し，講演，自由討議やスピーチを行っ
た．西部支部では，若手技術者の講演，学生と若手技術者
の座談会からなる「若手交流サロン」として継続している．

3. 北海道支部におけるサロン
北海道支部では 4回を通じ同じ形式を採用している（表

–1）．すなわち，学生 4名，若手技術者 1名，ファシリテー
タ 1名からなるグループを 4つ組成し，グループごとに自
由討議を行うワークショップを行うものある．北海道内の
大学及び高専に在学中の学部及び大学院の学生を対象とし，
若手技術者とともにファシリテータが進行する．学生，若
手技術者は支部幹事等が推薦する．
およそ 3時間弱をかけて，(1)趣旨説明，(2)グループに

よる討議，(3)結果の共有を行う．また終了後には，参加者
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表–1 北海道支部における若手技術者交流サロンの概要

項目 内容
参加者数 約 24 名（4 班 ×（学生 4，若手技術者 1，

ファシリテータ 1））

参加学生 北海道内の各大学の学部・大学院学生，高
専の学生．いずれも教員に選出を依頼

若手技術者 支部幹事の紹介

所要時間 概ね 3時間

基本的な形式 自由討議，発表

発言の記録 模造紙，付箋紙，筆記用具による．

表–2 各回の概要とテーマ

回数 会場・開催日 議論のテーマ
第 1回 札幌市 (a) 将来に伝えたい技術とは，ど

のような技術か/ (b) 将来，土木
技術者として，どのように社会
に貢献したいか

2014-02-02

第 2回 室蘭工業大学 土木学会のイメージアップ戦略
2015-01-31

第 3回 北海道大学 土木の世界で働くとは
2016-01-30

第 4回 札幌市 未来の北海道のために土木の力
でやりたいこと2017-11-17

全員に対しアンケート調査を実施し，5段階でサロン全体
の評価をさせるとともに，意見や改善のための提案を自由
記述させる．自由記述は，「感想」と「意見・要望」に分け
て整理，共有し，次回開催時の参考としている．
各回の実施概要とテーマを示す（表–2）.

(1) 第 1回：2014年 2月 2日
100周年事業の一環とし，年次技術研究発表会（通称「支

部論」）のプログラムに組み込んだ．これは遠方からの学生
も参加しやすくするためである．まず，支部幹事長が「北
海道の現況について」と題する 10 分ほどの情報提供を行
い，現在の支部を巡る環境に対する認識を共有した．その
後，ワークショップを 35分，結果の共有を 20分程度行った．
各グループには，2名の若手技術者，1名のファシリテー

タを，建設会社あるいはコンサルタント，行政，研究機関
が満遍なく含まれるように配置した．また，学生，社会人
にかかわらず女性が一人以上含まれるようにした．2つの
テーマを用意しどちらかを支部幹事が指定した．
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アンケート調査では平均 4.63点（5点満点），67%が満点
をつけた．「議論の時間が短かった」「100周年事業であるた
め全国統一のテーマで議論すべきでは」という意見があっ
た一方で，学生には所属組織を超えた交流の機会の要望が
あることを把握した．
(2) 第 2回：2015年 1月 31日
100周年事業の一環で支部論の開催中に実施した．全国

にも報告できるテーマとして「土木学会のイメージアップ
戦略」を設定した．また，各グループの若手技術者の数を
1名に減らした．当日，ファシリテータの一人が作成した
「進行のヒント」2) を参考資料としてファシリテータ，若手
技術者に配布した．「女性」，業種別の「研究職」「建設会社」
「コンサルタント」に分類し，討議時間は 70分に延長した．
終了後に意見交換会として懇親会を開催し，より深い交流
が行える機会の提供を目指した．
この結果，アンケート調査では平均 4.38点，47%が満点

をつけた．学生からは「業種別に分ける必要がない」「企画
から参加したい」，また，ファシリテータや若手技術者から
は，「事前の打ち合わせやテーマについて勉強の時間が欲し
い」といった意見が得られた．
(3) 第 3回：2016年 1月 30日
第 3回は支部独自の行事として，支部論の期間中に開催

した．第 2回に参加した学生 1名，若手パワーアップ小委
員会の委員 1名が企画段階から参画した．「土木の世界で働
くとは？」をテーマとし，「行政・研究職」「建設会社」「コ
ンサルタント」「海外勤務」という業種別のグループを設定
した．終了後には懇親会も開催した．実施に先立ち「進行
のヒント」2) を共有した．
アンケート調査では，平均 4.68点，68%が満点の評価を

つけた．参加者からは，他のグループの参加者との交流を
求める声があると同時に，「将来の進路についてより深い議
論ができた」との感想があった．これは，グループ分けの
基準を議論のテーマに一致させたためであると考えられる．
(4) 第 4回：2017年 11月 17日
第 4回は支部の 80周年事業の一環として開催し，第 3回

までの経験を踏まえて，次の特徴を持たせた：(a) 議論した
いアイデアをあらかじめ学生参加者に考えてきてもらう；
(b) 参加者同士の交流を促す；(c) 支部に密着したテーマに
ついて議論する．具体的には，「未来の北海道のために土木
の力でやりたいこと」をテーマとし (c)，事前に，支部幹事
らが作成した「これからの北海道に関するキーワード」（図
–1）を提示し (a)，テーマに即したアイデア 5つの提案を求
めた (a)．現場見学会（別予算の行事）(c) と懇親会を開催
した (b)．また，祝賀会の会場で発表と議論を行った (b)(c)．

図–1 これからの北海道に関するキーワード（第 4回）

67個のキーワード（図–1）は，幹事らが北海道に関わる計
画から抽出し 7領域に分類した．また，80周年にちなみ 16

名の学生から 5個ずつ 80個のアイデアを集めた．
アンケート調査では平均 4.83点で，79%が満点をつけた．

事前の課題提出により多少なりとも深くテーマについて考
えることができたこと，前日の見学会，懇親会や，祝賀会
での発表により，参加者間の交流が行えたことが功を奏し
たと言える．

4. 成果と今後の課題
北海道支部ではこのように，第 1回で立案したサロンの

形式を維持しつつ，参加者を対象としたアンケート調査の
結果を踏まえ，テーマ設定，学生の参画，マニュアルの準
備，事前の課題出題，関連行事の併催などの改善を行った．
この結果，毎回好評を博する行事となった．しかしながら，
活動の範囲が支部に限定的であること，開催に要する予算，
特に参加学生の旅費の確保が困難であるという課題を抱え
ている．
そこで，他支部との交流の可能性を指摘したい．100周

年事業の終了後もサロンの開催を続けている支部は，それ
ぞれ，独自の方法を確立している．共通のテーマについて
議論した結果を共有する，複数の支部が集まって開催する，
また，複数の支部が共同で予算獲得を試みることなどによ
り，各支部のサロンをより良いものとするための知見を得
ることと同時に，支部間の交流の促進も期待される．
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